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新規受託項目のご案内 
 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。  

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。 

敬具 

 

（ 記 ） 
 

 

【受託項目名】： Ｖ ｉｅｗアレルギー３９（Ｖ ｉｅｗ３９） 、 

           特異的ＩｇＥ Ｇ ｌ ｙ m ４（大豆由来） 、Ｈｅｖ b ６．０２（ラテックス由来） 

 

【受託開始日】： 平成２８年４月１日（金）受付分より 

 

【受託要領】： 
   弊社では従来より少量の血液で３６種アレルゲンに対する特異的ＩｇＥが検出できるＶｉｅｗアレルギー 

３６を受託しております。今回、新たにご要望が多い３アレルゲン（バナナ、豚肉、オオアワガエリ）を 

      追加したＶｉｅｗアレルギー３９（Ｖｉｅｗ３９）の受託を開始いたします。 
   

項目名称 Ｖｉｅｗ アレルギー３９ （ Ｖｉｅｗ３９ ） 

項目コード ３２３９ 

検査容器 1 ・ 分離剤入凝固促進スピッツ 

検体量・保存 血清  ０．９ｍＬ ・ 冷蔵 

検査方法 ＦＥＩＡ法 

基準値 
インデックス値 ： ０．２７未満 

クラス ： ０ 

報告単位 Ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ 

報告範囲 ０．２７未満 ～ ２９．３１以上 

所要日数 １～３日 

実施料/判断料 １４３０点 / 免疫学的検査（１４４点） 

 

【検査概要】：  

問診から原因アレルゲンが推定できない患者、学童期以降のアトピー性皮膚炎患者、ＰＦＳ（ｐｏｌｌｅｎ‐ 

ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｆｏｏｄ ａｌｌｅｒｇｙ ｓｙｎｄｒｏｍｅ；花粉関連食物アレルギー症候群）合併が疑われるアレル 

ギー性鼻炎の患者の感作アレルゲンのスクリーニングに、より有用です。 

 

【受託中止項目】： 

   なお、Ｖｉｅｗアレルギー３９の受託開始に伴い、現行のＶｉｅｗアレルギー３６（項目コード３１９９）は、 

    平成２８年３月３１日（木）受付分をもちまして検査受託を中止させていただきます。 
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● 【Ｖｉｅｗ３９ 構成アレルゲン】                 ● 【クラス判定評】 
 

 
 

 
● 【Ｖｉｅｗ３９（オオアワガエリ、バナナ、豚肉）とＣＡＰシングルアレルゲン検査との相関（クラス） 

     
g6オオアワガエリ ｆ92バナナ ｆ26豚肉
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陽性一致率： 34／36＝94.4％ 陽性一致率： 36／40＝90.0％ 陽性一致率： 16／19＝84.2％

陰性一致率： 17／17＝100％ 陰性一致率： 25／25＝100％ 陰性一致率： 38／38＝100％

判定一致率： 54／59＝91.5％ 判定一致率： 73／79＝92.4％ 判定一致率： 57／67＝85.1％
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【受託要領】： 
 

項目名称 
グリエムフォー  

Ｇｌｙ m ４（大豆由来） 

ヘヴビーロクテンゼロニ  

Ｈｅｖ b ６．０２（ラテックス由来）   

項目コード ７５１ ７５２ 

検査容器 1・分離剤入凝固促進スピッツ 1・分離剤入凝固促進スピッツ 

検体量・保存 血清  ０．３ｍＬ ・ 冷蔵 血清  ０．３ｍＬ ・ 冷蔵 

検査方法 ＦＥＩＡ法 ＦＥＩＡ法 

基準値  
０．３４以下 

クラス ０ 

０．３４以下 

クラス ０ 

報告単位 ＵＡ/ｍＬ ＵＡ/ｍＬ 

報告範囲 ０．１０未満～１００以上 ０．１０未満～１００以上 

所要日数 １～４日 １～４日 

実施料/判断料 １１０点/免疫学的検査（１４４点） １１０点/免疫学的検査（１４４点） 

 

【検査概要】： 
● 特異的ＩｇＥ Ｇly m ４（大豆由来） 

 Ｇ ｌ ｙ m ４は、シラカンバ花粉抗原（Ｂｅｔ ｖ１）と高い相同性を有する大豆のアレルゲンコンポーネント 

 です。大豆アレルギーには、大豆摂取により感作され、それ以降の摂取で発症するアレルギーの他に 

花粉症患者が大豆食品を摂取し、花粉抗原と食物抗原の交差反応により口腔アレルギーやショック 

などを発症する花粉関連食物アレルギー症候群（ＰＦＳ）があります。従来の大豆特異的ＩｇＥ抗体は、 

この交差反応によるアレルギー症例の多くが陰性でした。Ｇ ｌ ｙ ｍ ４に対する特異的ＩｇＥは、シラカン 

バ花粉症等における大豆加工食品、特に重症例の報告が多い豆乳による食物アレルギーで高い陽性 

率が得られています。Ｇ ｌ ｙ m ４特異的ＩｇＥの測定は、従来の大豆と組み合わせることで、より精度の 

高い大豆アレルギーの診断が可能になると期待されます。 
 

● 特異的ＩｇＥ Ｈｅｖ b ６．０２（ラテックス由来） 

Ｈｅｖ b ６．０２は天然ゴムラテックス由来のアレルゲンコンポーネントで、臨床的特異度が高いとされ

ています。Ｈｅｖ b ６．０２に対する特異的ＩｇＥの測定は、ラテックス製品に接触することで発症するアレ

ルギーの選別に有用であり、従来のラテックスと組み合わせることで、より精度の高いラテックスアレル

ギーの診断が可能になると期待されます。また、Ｈｅｖ ｂ ６．０２は、ラテックスアレルギーがバナナ、ア

ボカド、キウイ等の食物アレルギーとの合併例が多いことが知られており、ラテックス-フルーツ症候群

を診断するうえで有用と考えられます。 
 

● 判定基準 

   


